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ピ エ ー ル ・バ ル ブ トー(1862-1916)

     一 知 られ ざる 日本美術愛好家 一

高 山 晶

(1)

 この小論の目的は日仏文化交流史 の中の、あるささやかな出来事 とそ こ

に登場する人物に僅かな光 を当てる ことにある。時代は明治から大正にか

けて、舞台は横浜、東京、京都、そ してフランスでは、 ドル ドーニュとの

県境に近いジロンド県の小邑サン=ス ラン=シ ュル=リ ル、 とパ リである。

 ま ず 、1913年(大 正2年)秋 に京 都 で 書 か れ た 次 の 文 を読 ん で お きた い。

こ れ は 、 京 都 帝 国 大 学 教 授 、 同 学 長 、 ハ ー グ 常 設 国 際 司 法 裁 判 所 判 事 等 を

歴 任 して 第 二 次 大 戦 中 に東 京 大 空 襲 で 亡 くな られ た行 政 法 学 者 、 織 田 萬 氏1)

の 筆 に な る もの で あ る 。1914年 に パ リで 出 版 さ れ た 、ピエ ー ル ・バ ル ブ トー

著r日 本 の 庶 民絵 師 た ち 』(Pierre Barboutau， Les peintres populaires du Japon)

に 、 文 字 通 り筆 書 き の ま ま の 複 写 版 が 、 序 文 と し て 綴 じ込 ま れ て い る2)。

こ の 序 文 を で き る か ぎ り判 読 し て 、 行 送 り、 頁 送 りを そ の ま ま に 活 字 に起

こ し て み た 。

十有七年前余が始めて歐州遊學の途に上れるとき同舟の客に一佛人あり其性洒

落にして義気に富み又談を好めり余旅中の好伴侶を得たるを喜び日夕相

共に語るを以て楽とせ里是れを本書の著者バルブートー氏とす而して當時唯
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其日本を愛する人たることを知りたるに止まりしが巴里に到れる後亦親しく相往来

して始めて氏が 日本美術の賞玩者 にして就中浮世繪 を蒐集 し其技術の

巧拙画風の由来変遷の研究に熱心なることを知れ り

我 日本語 は世界 の国語 中至難 のもの に属す殊 に其文書 を閲讀す るは至

難中の至難なる業にして外人の常に困苦する所なりバルブー トー氏が日本

に滞在せしこと久しからず故に僅かに日本語を解することを得るに過ぎず而し

て其企畫を達せんが為めには至難 中の至難なる日本畫に就き各種の字書

に頼 り刻苦を重浮世絵に關する記述を讀み之を會稽取舎 して畫家の

傳記を纂輯す るの資料 とせしが書 中通 じ難きの處は余が巴里滞留の間にも

余に就きて之を質すことを常とせり氏が此企畫の為めに巨大の努力と出費とを吝まざり

志こと他人の想像すること能はさる所にして更に其完成を期せんが為めに三たび日

本に渡来し新資料の捜索に努めたり3)

余は美術のことに疎し故に日本畫の評論に關して何等容喙するの力なしと雖も門

外漢として又多少の意見なきにも非ず浮世繪の或るものは徒に凡俗の嗜好に媚

び美術として擯斥すべきものなきに非ず外人が之を稱揚するは半は好奇心に出で

実際の價直以上に及ぶことあり然れども又顧ふに我邦人が従来専ら古畫を尊び

て浮世繪を輕侮したること亦誤てり古畫は支那畫の模倣にして其人物の多

くは神仙、其景色は皆支那の山水、花卉禽獣悉く支那の花卉禽獣に非ざるは

なし我邦の實際とは没交渉にして且之に對する嗜好は主として貴族の一階級に

限られたり之に反して浮世繪は市民の嗜好に合ひ其寫す所は盡く我邦の自然及

人生にして其畫題は皆範を日本に取り又毛筆致色彩に一機軸を出せり故に古畫

は支那文明の移入に過ぎざりしかども浮世繪は日本固有の文明の産みたるものな里盖し

我邦固有の風俗制度は徳川政府の平和時代に發達せしものにして浮世繪も亦之時

代の産出物に外ならず然らば日本の美術的制作物としては決して浮世繪を度
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外視すること能はざるのみならず寧ろ之を代表的制作物の一とするを適當とすバル

ブー トー氏が廣く各種の日本美術を愛 し其鑑識も亦豊富なるに拘 らず浮世繪

の研究を専一とし本書に依りて其諸派の由来変遷を明にせんことを企畫せしは

良き以なきに非ざるなり

余は本書の發行 に際 し著者の刻苦忍耐を敬賞し又 日本美術の為めに其系統

的説明を得たることを謝すると同時に余が日本人とし「噫 愧に堪へざることを告白せざ

るを得ず日本人が歐文の著作を為すこと固より容易の業に非ずと雖も若し著者の

如き刻苦忍耐を以てせば何事の成らざるものあらん東西文明を調和し全世界

に於ける文明の普及と進歩とに貢献せんと欲せば日本人たる者自ら進みて自國の事物

を紹介して歐入の批評に訴へ彼此互に其長短を知悉することに勉めさるべからず此の如

くにして東西民族は互に相了解し相提携し以て遂に博愛及正義の大道に達

することを得ん是れ吾人の宜しく為すべき所にして之を為さす濾怠慢に非ずして何ぞや

余が如き身を學問に委ぬる者バルブートー氏の苦心を見て愧死せさるべけんや

余が美術の門外漢たるに拘らず本書に序するは不倫の讒を免れさるべし且本書

の價値に毫も加ふる所なし然れども又思ふに日本人にして著者の努力を知れる

者は恐らくは余一人なりとせば余が感嘆の微意を表して之を内外の讀者に告ぐるは

余の義務ならずとせば著者が余の序を徴したるの意亦盖し此に在らんか

大正二年十一月 京都に於て

織田 萬

 この序文か らは、当時の日本の知識人が、日本 を愛 し、 日本美術 を愛 し

て、多大な努力と出費 を惜 しまずに浮世絵の研究 をする西洋人に出会った

ときの喜び、驚 き、戸惑い、そして謝意が伝わって くる。序文冒頭にある
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「十有七年前」の船旅(こ の時点で織 田氏は27歳 、「バルブー トー氏」は34

歳であった)、 この文章の著者 と 「バルブー トー氏」が出会い、語 り合 った

船旅 とは、1896年5月31日 に、神戸経由で上海に向けて横浜港を出港 した

フランス汽船、カ レドニアン号のものであった ことは、横浜開港資料館に

残されているThe lapan Weekly Mail(June 6th，1896)の乗船者名簿で確かめる

ことができる4)。

 がしかし、 「バルブー トー氏」に関しては、このように資料で確認できる

ケースはむしろ稀である。浮世絵 を愛 したフランス人、 ピエール ・バルブ

トーはその名前を残す ことの少なかった人物である。フランスにおいて刊

行 された人名辞典、百科事典類に彼 の名を見付けることはできなか った。

そればか りか、フランス国立図書館で資料を検索しても生没年す ら判明 し

なかった5)。 生涯に数回日本を訪れ、計7年 間も滞在して6)、 日本美術の大

コレクションを成 した人物 と云われていなが ら、その名前はジャポニスム

関連の数少ない文献にしか見出す ことができない。そのような資料 におい

ても、 日本美術の大蒐：集家の一人 として、「人名索引」には載 っていても、

多くの場合それ以上の言及はなされていない7)。 あるいは、数ペー ジを割

いてそのコレクションが紹介されていても 「所蔵家の実体は不明」 となっ

ていた りす る8)。 そ してときには同時代の人か らも、「ピエール ・バルブ ト

ー とは一体何者なのだ?」 と大きな疑問府 を付けられて しまった りしてい

る9)。 このように、後の時代の研究者からも、同時代 の人々からさえも知

られて いたとは云い難い人物 について、 これ までに見つけることのできた

資料は少ないが、その足跡を可能なかぎ り辿 ってみたいと思 う。なぜな ら

この人物は、「日本美術の蒐集家」であったのみならず、ブック ・アー ト史

の観点か らも、ジャポニスムの観点か らも興味深い、明治時代の欧文草双

紙の リス トに、日本人絵師の挿絵 を付けた、ラ ・フォンテーヌ 『寓話選』
                                    ヨ

とフロリアン 『寓話選』という特筆すべき、美 しい書物 を加えたフ ロァユ
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一 サ ー で も あ っ た か らで あ る10) 。

出生証書

 ピエ ー ル ・バ ル ブ トー一一Pierre Barboutauは1862年5月27日11)に フ ラ ン ス

西 南 部 ジ ロ ン ド県 サ ン=ス ラ ン=シ ュル=リ ルSaint-Seurin-sur-1'lsleで 生 ま

れ た 。 父 は ドミニ ック ・バ ル ブ トーDominique Barboutau、 母 は マ リ ・ペ ロ

ンデMarie Peyrondetlz)で あ る 。 出 生 証 書 の 全 文 は 本 誌33号13)に 載 せ た の

で 、 こ こ で は 出 生 証 書 か ら読 み 取 る こ と の で き る 要 点 を あ げ て お き た い 。

父 、 ドミ ニ ッ ク ・バ ル ブ トー 、23歳 大 工charpentier、 母 、 マ リ ・ペ ロ ン デ 、

22歳 職 業 な しsans professionと い う記 載 の あ と に 、 未 婚non mari駸と あ り、

ピ エ ー ル 出 生 時 に は 両 親 が ま だ 正 式 に 結 婚 し て い な か っ た こ と が わ か る 。

この た め 、出 生 証 書 の4行 目 に は息 子filsと い う語 の あ と に挿 入 の 印 が あ り、

左 欄 外 にnaturelと 記 入 さ れ て い る 。つ ま り非 嫡 出子fils narurelと な っ て い る。

し か し、 出 生 証 書 の 最 終 段 落 で は 、 父 ドミ ニ ッ クが 出 生 時 に ピエ ー ル を 認

知 し て い る こ とが 明 記 さ れ て お り、 さ ら に 左 欄 外 に は 、1870年6月18日 に

パ リ で 両 親 が 正 式 に 結 婚 を し て 、 ピエ ー ル が 嫡 出 子 と し て 認 め られ た 旨

1870年8月2日 付 で 加 筆 さ れ て い る14)。 出 生 地 が パ リ で は な く ジ ロ ン ド県

の 小 さ な 村 で 、 非 嫡 出 子 と い う記 述 は 、 父 親 の い な い 子 供 、 シ モ ンが そ の

こ とで 村 の い じ め っ 子 た ち に さ ん ざ ん 意 地 悪 を さ れ る 情 景 を 描 い て い る 、

モ ー パ ッサ ン の 短 篇 『シ モ ン の パ パ 』15)を 否 応 無 し に 連 想 さ せ る 。 しか し

こ の 事 実 は 過 度 に 重 く受 け 取 る べ き で は な い の か も しれ な い 。 な ぜ な ら、

まず 、 ピエ ー ル ・バ ル ブ トー の 場 合 、 出 生 時 に 父 親 か ら認 知 さ れ て い る か

ら で あ る 。 さ ら に 、 この よ う な ケ ー ス は 、 結 婚 に は 双 方 の 両 親 の 同 意 を必

要 と した 時 代 に 、 そ う稀 な こ と で は な か っ た よ う な の で あ る 。 一 例 を 挙 げ

れ ば 、 明 治 維 新 後 の 日本 法 制 史 に 名 を 残 して い る 、 パ リ大 学 法 学 部 教 授 工
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ミ ー ル ・ボ ア ソ ナ ー ドは 旧 家 の 出 で あ っ た が 、 出 生 証 書 に は 非 嫡 出 子enfant

naturelと の 記 入 が あ り、 両 親 が 正 式 に 結 婚 届 け を 出 す の は ボ ア ソ ナ ー ドが

31歳 の と き に な っ て い る16)。 な お 、 ピエ ー ル の 出 生 証 書 に 署 名 を し て い る

証 人 は 、 同 じ 村 に 住 む ジ ャ ン=ピ エ ー ル ・ア ル ブ イ と い う48歳 の 教 師

instituteurと ル イ ・ラ リエ ー ヴ ル と い う39歳 の パ ン 屋boulangerで あ る 。

 さ て 、 この 出 生 証 書 左 欄 外 の加 筆 部 分 に よ っ て バ ル ブ トー 一 家 の 足 取 り

を た どる こ とが で き る 。1870年 に パ リの ル イイ 区 役 所(現 在 の 第12区 役 所)

で 両 親 が 正 式 に 結 婚 を して い る の な ら、 婚 姻 証 書 が 残 さ れ て い る は ず で あ

る 。 次 にふ れ る よ う に 、 そ の 婚 姻 証 書 か ら、 一 家 の お か れ て い た 状 況 が 多

少 は見 え て くる 。

両親の婚姻証書

 パリ市文書館には、1871年 パ リ ・コミュー ンのときに失われた証書類の

原本の写しが保存 されている。その中のマイクロフィルム779巻 に、第12

区役所で執 り行なわれた1870年6月18日 付の ピエール ・バルブ トーの両親

の婚姻証書17)(図 版1)が 残 されている。そ こには、かな り入 り組んだ事

情が記入されていて、母親の姓名等、矛盾する箇所もいくつかあるが、バ

ルブ トー一家の状況 を示唆 してくれる稀な資料なので、 これを参照 しなが

ら、のちの 「日本美術の大蒐集家」の育った家庭的、社会的環境 を推 し測

ってみたい。

 ピエール ・バルブ トーは1862年 に生まれている。両親の結婚は1870年 で

あるか ら、誕生か ら8年 後ということになるが、それには次のような事情が

あったようだ。ピエールの父方の祖父、ジャン ・バルブ トーは185g年6月

の始めにランド県で亡くなっているが、死亡届けが正式に受理 されていな

かったために、後になって裁判所が死亡宣告を出す ことが必要だったよ う
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だ。 ラン ド県モン ・ド ・マルサ ンの大審裁判所(日 本 の地方裁判所にあた

る)が ジャン ・バルブ トーの死亡を正式に認めたのは1870年1月28日 の日

付になっている。結婚 には両親の同意が必要であったか ら、ピエールか ら

見ると祖父にあたるジャンの死亡が正式に認め られないと、父 ドミニ ック

は結婚できなかった ということになる。他にも何 らかの事情があったのか

もしれないが18)、 婚姻証書から読み取ることのできる理 由は以上のよ うな

事実である。

 次 に、結婚 と同時に ドミニ ック ・バルブ トー とマ リ ・ペロンデは二人の

子供 を嫡出子 として認知 していることがわかる。 ピエールと弟ウジェーヌ

Eug鈩eで ある。ウジェーヌの出生は1866年ll月28日 付でパリ第12区 役所

に届 けられている。つまりこの時点ですでに、バルブ トー一家はジロン ド

県ではなくパリに住んでいたことになる。一家は、ピエールがまだ幼 い頃

にサ ン=ス ラン=シ ュル=リ ルを離れて、パ リに移 り住んでいたわけである。

弟の出生時にピエールは4歳 であったか ら、後の 「日本美術蒐集家」はパ リ

育ちだと考えてもおそ らく間違いではないだろう。

 では、彼 を取 り巻 く家庭環境はどのようなものだったのだろうか。婚姻

財産契約contrat de mariageが 残されていないので、唯ひとつの手がか りは、

出生証書 と婚姻証書に書き込 まれた、両親お よび母方の祖父母の職業 と、

署名をしている証人の職業である。それを以下に挙げてみる。

父親(出 生証書、婚姻証書)

母親(出 生証書)

  (婚姻証書)

母方祖父(婚 姻証書)

母方祖母(婚 姻証書)

大 工 charpentier

無 職 sans profession

衣 装 店 員 ・お 針 子 couturi鑽e

日雇 い 労 働 者joumalier

日 雇 い 労 働 者journali鑽e
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出生証書

婚姻証書

証人1

証人2

証人1

証人2

証人3

証人4

教 師instituteur(48歳)

パ ン職 人 ・パ ン屋 boulanger(39歳)

大 工charpentier(29歳)

大 工charpentier(27歳)

給 与 生 活 者 ・平 役 人 employ� (52歳)

錠 前屋 ・建築用 金具製 造業者serrurier(30歳)

 婚姻証書に署名している証人4人 には全員、友人amiと いう記載があるの

で、 これ らの証人は両親と親 しい交友 関係にあった と思われ る。 さて、 こ

れ らの職業のなかで、キー ワー ドはやは り、出生証書においても婚姻証書

において も父親の職業 とな っていて、 しかも婚姻証書の証人2人 までがそ

うであった “charpentier”であろう。仮 に 「大工」 と訳 したが、 日本語の

「大工」 とは必ずしも一致 しない部分がある。辞書類の定義を参照 してみた

い。

 charpentier s.m.1.Nom des artisans qui travaillent瀁a輟nner les bois en pi鐵es，

et qui les assemblent， suivant certaines r鑒les， pour la construction des馘ifices de

terre et des b穰iments de mer，[_]19)

 charpentier n.m.1.Ouvrier capable de tracer， d'assembler， de r饌liser， et delivrer

un ouvrage de charpente en bois.(On dit aussi CHARPENTIER EN BOIS.)

        2.Entrepreneur de travaux de charpente.

        3.Charpentier en fer， ouvrier sachant couper， percer et

assembler tous les�1駑ents n馗essaires瀝a construction de charpentes m騁alliques，

de ponts， de pyl�es， d'appareils de lavage et de manutention， etc.

        [...]
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        Mar. Matelot charpentier， ma羡re charpentier， matelot ou grad�

s'occupant de toutes les r駱arations des objets en bois.20)

 いず れ も、 第 一 義 と して は 、 木 材 を 素 材 と して 小 屋 組 みcharpenteを 設 計 、

施 工 す る 職 人 を指 す が 、 も っ と 広 い 意 味 も あ る よ う だ 。 素 材 が 鉄 で も か ま

わ な い ら し い 。 この 場 合 「鉄 骨 工 」 に な る し、 さ ら に、 素 材 を 問 わ ず 小 屋

組 み の 制 作 を 請 け 負 う 「建 築 業 者 」 も あ り う る 。 そ して 、 「船 大 工 」 あ る い

は 、 そ の よ うな 役 割 を 果 た す 「水 夫 、 下 士 官 」 の こ と も あ る 。 あ ら ゆ る 可

能 性 は 排 除 で き な い が 、 父 親 の 職 業 に 関 し て は 、 と く に 船 に 関 係 し て い る

形 跡 は見 当 らな い 。 さ ら に 、 婚 姻 証 書 の 証 人4がserrurier(錠 前 だ け で な く 、

バ ル コ ニ ー 、 鉄 柵 な ど の 建 築 用 金 具 製 造 、 取 り付 け を行 な う職 人 や 業 者 も

表 わ す)と い う職 業 に つ い て い る こ と 、 そ し て 手 工 業 者 や 職 人 の 多 く が 居

住 し て い た 第12区 に 住 所 が あ る こ とか ら、 や は り父 親 の 職 業 は 、 ほ ぼ 日本

語 の 「大 工 」 に あた るcharpentierだ っ た と考 え る の が 自 然 か も しれ な い 。

 さ て 、charpentierは 「職 人 組 合 ・同 業 者 組 合 ・コ ン パ ニ ョ ナ ー ジ ュ 」

compagnonnageに ふ れ る こ と な し に は 語 る こ と の で き な い職 業 で あ る 。 コ ン

パ ニ ョ ナ ー ジ ュ は 中 世 の カ テ ドラ ル(さ ら に古 く は エ ル サ レ ム の 神 殿)の

建 築 に 携 わ っ た職 人 集 団 か ら始 ま っ て い る と い う 。 大 工charpentierと い う職

種 は さ しず め そ の 代 表 格 の ひ とつ で あ る 。 コ ン パ ニ ョ ナ ー ジ ュ は 、 あ る 時

代 に は 強 力 な 圧 力 団 体 と な っ て 歴 史 を 動 か す 影 響 力 を持 ち 、 ま た あ る 時 代

に は 中央 権 力 と対 立 し て 地 下 組 織 に 変 貌 した り し な が ら も 、 根 絶 や し に さ

れ る こ と は な く、 そ の 様 々 な 儀 式 や 伝 統 は 、20世 紀 初 頭 ま で 受 け 継 が れ て

い た 。 受 け継 が れ て いた 伝 統 の ひ とつ に 、 徒 弟apprenti， aspirantの 位 階 を抜

け 出 して 同業 組 合 職 人compagnonに 迎 え られ た 職 人 は 、2年 か ら7年 間 フ ラ

ンス 国 内 巡 歴 の 修 業 を す る 、 と い う義 務 が あ っ た 。 無 事 この 修 業 を 終 え る

と定 住 し、 結 婚 をす る こ とが 多 か っ た と い う21)。

 とす る と、 ピ エ ー ル の 父 ドミ ニ ッ ク は1870年 に は 、 巡 歴 の 修 業 を終 え た
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compagnonと い う身 分 の 大 工 だ っ た の で は な い だ ろ う か 。 同 業 組 合 職 人

compagnonの 上 に は 親 方 職 人ma羡re compagnon、 そ して さ ら に、 経 済 的 に ヒ

エ ラ ル キ ー が 上 に な る建 築 業 者entrepreneurが あ る 。 しか し 、 婚 姻 証 書 で 妻

が 職 業 を持 ち 、 衣 装 店 員 ・お 針 子couturi鑽eと な っ て い る の を見 る と、 そ の

後 は わ か ら な い が 、 こ の 時 点 で は 親 方 大 工 、 ま し て や 建 築 業 者 ま で

charpentierの コ ー ス を登 りつ め て いた か ど う か は 疑 問 で あ る 。 時 代 が 遡 っ て

し ま うが 、18世 紀 半 ば の パ リ に は 約80人 の 親 方 大 工ma羡re charpentierし か

いな か った よ うで あ る22)。 親 方 大 工 に な れ る の は 、 そ の 道 の エ リー トだ っ

た の だ 。 建 築 業 者 とな る と 、 さ ら に数 が 少 な か っ た に ち が い な い 。

 19世 紀 フ ラ ン ス に お け る 職 人 の 生 活 や 職 人 組 合 内 部 の あ りさ ま を 詳 細 に

書 き と め て い る 資 料 と し て は 、 ア グ リ コ ル ・ペ ル デ ィ ギ エ 著 『あ る職 人 の

回 想 』(1854-55)、 マ ル タ ン ・ナ ド著 『あ る 出 稼 石 工 の 回想 』(1895)が 知

られ て い る23)。 こ れ らの 回 想 録 に よ れ ば 、 職 種 の 異 な る職 人 組 合 は 互 い に

対 立 し、 暴 力 的 な 抗 争 を く りか え して い た 。 指 物 師menuisierで あ っ た ペ ル

デ ィギ エ の 回 想 録 に は 、 大 工charpentierの 集 団 と殴 りあ い の け ん か を し た 件

な ど詳 し く記 さ れ て い る24)。 こ の よ う な イ メ ー ジ の 大 工 職 と 、 息 子 の 生 業

「日本 美 術 の 愛 好 家 、 蒐 集 家 、 美 術 本 の プ ロ デ ュ ー サ ー 、 古 美 術 商 」 と が 、

ど こで ど う結 び つ くの だ ろ うか25)。 途 方 に く れ て し ま う。

 そ こで 、 こ こか ら は一 般 論 に な ら ざ る を 得 な い の だ が 、 まず 、職 人artisan

は 庶 民 階 級 の な か で は 、 経 済 的 に は か な り恵 ま れ た 階 層 で あ っ た 、 と い う。

も し も ド ミニ ッ ク ・バ ル ブ トー が そ の 後 、 親 方 大 工 、 建 築 業 者 に な っ て い

た と した ら、 経 済 的 に は か な り豊 か だ っ た 可 能 性 は あ る 。 しか しi階 層 間

の 壁 は 、 経 済 的 側 面 よ り も む し ろ精 神 的 、 文 化 的 側 面 の ほ うが 顕 著 で あ っ

た 。 「庶 民 階 級 か ら脱 出 す る こ と 」、 つ ま り 《Monsieur》(あ る い は 《Dame》)

と 呼 ば れ る こ と は 、 必 ず し も 「金 持 ち に な る こ と」 で は な か っ た 。 高 等 中

学 で 教 育 を 受 け 、 ち ゃ ん と し た フ ラ ン ス 語 を 話 し、 肉 体 労 働 以 外 の 方 法 で
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生計を立てていれば、着ている黒服が多少擦 り切れて いてもかまわなかっ

た。が、職人の息子たちにとっては、このことの方が しばしば高いハー ド

ルとなっていたらしい26)。

 ピエール ・バルブ トーの受 けた教育が どのよ うな ものだったのか、記録

は見つかっていない。しかし確実 に云えることは、書物をプロデュースし、

著書を著わし、美術品のコレクションを成 し、 日本語をかな り解 した この

人物が、婚姻証書に署名のできなかった母親27)と は比べることのできない、

かな りの教育を受けていたはずだ、ということである。19世 紀のフランス

は、フランス革命 に端 を発す る身分制度の崩壊が、第一帝政、王政復古、

七月王政、二月革命、第二帝政、パ リ ・コミューンと紆余曲折 を経なが ら、

第三共和制の頃に完成、浸透 してゆ く時代である。社会的上昇指向のある

若者が、親の職業とは関係な く、高い教育 を受けることも可能で あった。

そのようなケースなのかもしれない。あるいは、世代は異なるが石工ma輟n

であったマルタン ・ナ ドのよ うに、様々な場を利用 して 自分で勉強 しなが

ら、父親 と同様 にcharpentierと して腕 を研 いていた可能性 もある。それも

「船大工」 として。そして、遠洋航海の船 に乗 り込むチャンスを捕 らえて、

日本にやってきた28)。このような こともあり得ないわけではない。

 しか し、 どのようなルー トをとったにして も、何故 目的地が 日本だった

のか? 理 由は多数 あった にちがいない。 しか しその うちのひ とつ は、

1880年12月3日 のル ・ゴー ロワ紙 に載った次のような記事のなかに見つけ

ることができそうである。

    Le Japon est瀝a mode. II n'est point une rue dans Paris qui n'ait sa

boutique de japonneries(sic)；il n'est point un boudoir ou un salon de jolie

femme qui ne soit bond馘e bibelots japonais. Vases du Japon， tentures du
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Japon， soieries du Japon， jouets du Japon， porte-allumettes， encriers，

services炙h驕C assiettes， robes m麥e， coiffures aussi， bijoux， si鑒es， tout vient du

Japon en ce moment. C'est plus qu'une invasion， c'est une d馗entralisation du go皦；

et le bibelot japonais a pris une telle importance， nous arrive en telle quantit驕C qu'il a

tu駘e bibelot fran軋is. z9)

 (日 本 が 流 行 っ て い る 。 パ リ で は ど ん な 通 り を 歩 い て も 、 必 ず 日 本 趣 味

の 品 々 を 売 る 店 が あ る 。 き れ い な 女 の 居 室 や サ ロ ン に は 、 き っ と 日 本 の 骨

董 や 工 芸 品 が 所 狭 し と 置 か れ て い る 。 日 本 の 花 瓶 、 日 本 の 壁 掛 け 、 日 本 の

絹 製 品 、 日 本 の 玩 具 、 マ ッ チ 入 れ 、 イ ン ク 壷 、 茶 器 、 皿 、 ド レ ス で さ え 、

髪 飾 り ま で も 、 宝 石 や イ ス の 類 も 、 昨 今 は す べ て が 日 本 か ら や っ て く る 。

侵 入 、 氾 濫 な ん て な ま や さ し い も の で は な い 。 趣 味 の 分 散 が お こ っ て い る 。

膨 大 な 量 の 日 本 の 骨 董 や 工 芸 品 が 、 雪 崩 の よ う に 押 し 寄 せ て き て 、 フ ラ ン

ス の 骨 董 品 、 工 芸 品 を 駆 逐 し て し ま っ た の だ 。)

厂中国と日本」《Chine et Japon》というタイ トルでモーパ ッサンが 日刊紙 に書

いたこの記事全体は、結論としては日本よりも中国礼賛になっているのだが、

ピエール ・バルブ トーが少年時代を過 ごしていたパ リの街角の隅々まで、さ

らには、流行に敏感な女性たちの部屋の中にまで、 日本趣味が浸透 していた

様子がよくわかる。1878年 のパ リ万博での日本の人気はあま りにも有名だ

が、1860年 代から世紀末にかけてのジャポニスム関連年表30)に 、空欄 にな

っている年を捜すのは難 しいくらい、「日本は流行 って」 いたのだ。1904年

にオテル ・ドゥルオで行なわれたバルブ トー ・コレクションの売立てに、鑑

定人expertと して一役を担うことになるジークフ リー ト・ビングが二度目の

日本旅行をしたのも、この記事の書かれた1880年 となっている31)。
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死亡証書

 さ て 、 ピエ ー ル ・バ ル ブ トー に 関 す る 証 書 類 は 、 こ こで 一 挙 に46年 後 の

も の に な る 。 第 一 次 世 界 大 戦 の 最 中 、1916年9月16日 付 け の 死 亡 証 書 で あ

る。 全 文 は 本 誌32号32)に 載 せ た の で 、 要 点 を 確 認 して お く 。

 ピエ ー ル ・バ ル ブ トー は1916年9月15日 に 、 パ リ、 第4区 の ボ トゥ レイ

通 り、1番 地 で 亡 くな っ て い る 。 享 年54歳 。 届 け 出 た の は 、 エ ドガ ー ル ・

バ ラ(40歳 、 給 与 生 活 者 ・平 役 人)、 デ ズ ィ レ ・コ テ ィ(62歳 、 給 与 生 活

者 ・平 役 人)。 両 親 の 名 前 を 除 く と 、 家 族 に つ い て の 記 載 は な く 、 独 身

c駘ibataireと あ り 、 職 業 は 、 古 美 術 商antiquaireと な っ て い る 。 大 工

charpentierの 息 子 が 古 美 術 商antiquaireと な る過 程 は 謎 に 満 ち て い る 。 彼 が

日本 で プ ロデ ュ ー ス し た 欧 文 草 双紙(2つ のr寓 話 選 』)に つ いて は す で に

見 て き た33)。 続 編 で は 、 両 親 の 婚 姻 証 書 と彼 自身 の 死 亡 証 書 の 間 の 約 半 世

紀 に 、 ピ エ ー ル ・バ ル ブ トー が 残 し た 、 著 作 と コ レ ク シ ョ ン(コ レ ク シ ョ

ン は 売 立 て で 離 散 して し ま っ て い る 。 厳 密 に は 、 売 立 て 目録 と 売 立 て)に

っ い て 、 そ し て 数 は 少 な い が 同 時 代 人 の 証 言 に つ い て も 、 取 り上 げ て み た

い 。

註

1)織 田萬(1868-1945)『 法 と人 』 春 秋 社 松 柏 館 、1943，p.329.
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 cette introduction.(Peintres， p.VIL)

 こ の 註 に よ っ て 、 著 者 が1913年 の4回 目 の 来 日 の と き に 、 数 か 月 に わ た っ て

 京 都 に 滞 在 して い た こ と が わ か る 。

4)本 誌32号p.121.

5)本 誌32号p.123.

6)Henri Vever， Pr馭ace， Peintres， p.XIV.

7)瀬 木 慎 一 『真 贋 の 世 界 』 新 潮 社 、1977，p，124.

 サ ミ ュ エ ル ・ビ ン グ 編 『藝 術 の 日本 』Le Japon artistique l 888-1891(翻 訳 、 監

 修 、 大 島 清 次 、 瀬 木 慎 一 、 芳 賀 徹 、 池 上 忠 治)美 術 公 論 社 、1980，p.517.

 木 々 康 子 『林 忠 正 と そ の 時 代 一 世 紀 末 の パ リ と 日 本 美 術 一 』 筑 摩 書 房 、

 1987，p.142， p.280.

 Nelly Delay， L'estampe japonaise， Paris， Hazan，1993， p.318.

8)瀬 木 慎 一 『浮 世 絵 世 界 を め ぐ る』 里 文 出 版 、1997，pp.99-102.

  な お 、 瀬 木 慎 一 氏 はr新 版 ・写 楽 実 像 』(美 術 公 論 社 、1985)の 一 章 「肉 筆

 の 再 検 討 」(pp.ll5-129)で 、 写 楽 の 肉 筆 と さ れ る 役 者 版 下 絵 の コ レ ク シ ョ ン

 に 関 して 、 ピエ ー ル ・バ ル ブ トー を こ れ らの 版 下 絵 を 「制 作 」 さ せ た 「印 刷 ・

 出 版 者 」 と して い る 。

9) Correspondance adress馥潯ayashi Tadamasa， Institut de Tokyo， Institution

 Administrative Ind駱endante， Centre National de Recherche pour les Propri騁駸

 Culturelles， Kokushokank6kai(『 林 忠 正 宛 書 簡 集 』 独 立 行 政 法 人 文 化 財 研 究

 所 東 京 文 化 財 研 究 所 編 、 国 書 刊 行 会)，2001，p.462.

10)本 誌32号PP.103-124.33号PP.49-75.

11)生 ま れ 月 に 関 し て は 、 出 生 証 書 と死 亡 証 書 に 矛 盾 点 が あ る こ と は す で に 指

 摘 し た が(本 誌33号p.74)、 生 年 月 日 に つ い て は 死 亡 証 書 よ り も 出 生 証 書 に 、

 よ り 信 憑 性 が あ る と 考 え る の が 自 然 で あ ろ う 。 さ ら に 、 両 親 の 婚 姻 証 書 で も

 「4月 」 で は な く 「5月 」 と な っ て い る 。

12)父 親 と 母 親 の 姓 名 の 綴 り につ い て も 出 生 証 書 と死 亡 証 書 で は 相 違 して い る 。

 (本 誌33号p.74)こ の 点 に 関 し て は 、 後 述 す る 、 両 親 の 婚 姻 証 書 の 記 述 に 従 っ

 て 、 父 の 姓 はBarbouteauで は な くBarboutau、 母 の 姓 名 はMarie Peyrondetと し

 て お くが 、 と く に 母 の 名 前 に 関 し て は 婚 姻 証 書 に 一 ヶ 所Marieで は な くJulie

 と い う 表 記 が あ る 。 な お こ の 時 代 の 証 書 類 に綴 り の 間 違 い や 矛 盾 点 、 判 読 困

 難 な 箇 所 が み られ る の は 稀 で は な い 、 と の こ と で あ る 。

13)本 誌33号pp.74-75
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14)左 欄 外 、 加 筆 部 分 ：Pierre Barbouteau

                     l馮itim駱ar mariage

                     de Dominique Barbouteau

                     et de Mazie Peyrondet

                     mari駸瀝a Mairie

                     de Reuilly Pazis

                     le 18juin mil huit

                     cent soixante dix.

                         Le Maire

                             Formely(?)

                     St Seurin-sur-1'lsle le deux

                     ao皦 1870

15)Guy de Maupassant， Le papa de Simon.1879年12月1日 ，La R馭orme politique et

  litt駻aire誌 に 発 表 の 短 篇 。 執 筆 さ れ た 年 代 は そ れ よ り2年 ほ ど さ か の ぼ る

  1877年 と 考 え ら れ て い る 。(Maupassant， Contes et 1>�velles I.， Biblioth鑷ue de la

  Pl駟ade，1977， p.1290)

16)西 堀 昭 『日 仏 文 化 交 流 史 の 研 究 一 日 本 の 近 代 化 と フ ラ ン ス ー 』 駿 河 台 出

  版 社 、1988，P.41，P.69.

17)Acte de mariage du dix huit juin mil huit cent soixante dix瀰nze heures cinquante

  minutes du matin， dans la maison commune et devant nous Pierre Barth�1駑y Laforge

  adjoint au Maire du douzi鑪e arrondissement de Paris ont comparu et nous ont requis

  de proc馘er瀝a c�1饕ration de leur mariage Mr Dominique Barboutau， charpentier，

  稟馘e trente ans， demeurant澑aris impasse Guillaumet 12， n馥n la commune de

  Sainte Eulalie en Born(Landes)le douze ao皦， mil huit cent trente neuf， majeur， fils

  des駱oux Jean Barboutau， d馗馘鰲Saint Paul en Born， m麥e d駱artement durant les

 premiers jours de juin mil huit cent cinquante neuf， ainsi que le constate un jugement

 du tribunal civil de premi鑽e instance s饌nt潼ont de Marsan(Landes)en date du

 vingt huit janvier dernier， depuis transcrit sur les registres de la commune de Saint

 Paul en Born， et Elisabeth Janin d馗馘馥澂abouheyre m麥e d駱artement le vingt et

 un avril， mil huit cent soixante et Melle Mazie Peyrondet， couturi鑽e，稟馥 de trente

 ans， demeurant澑aris， impasse Guillaumet 12， n馥 en la commune d'Escource

 (Landes)le quinze f騅rier mil huit cent quarante， majeure， fille des駱oux Jean

 Peyrondet， journalier， demeurant漓rjuzanx(?)， m麥e d駱artement，et Marie

 Duvigneau， journali鑽e， demeurant澂abouheyre(Landes)ayant tous deux consenti�

 ce mariage par un acte pass馘avant Me Bacon， notaire en ce dernier lieu， le vingt sept

 septembre mil huit cent soixante neuf. Le contractant a affirm駱ar serment，瀝es

 t駑oins ci apr鑚 nomm駸 avec lui， que tous ses autres ascendants sont aussi d馗馘駸，
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mais quc leurs derniers domiciles， n'ayant point 6t6 connus ils ignorent les lieux et les

6poques de leurs d6cらs， et que c'est par erreur， dans le dit jugement，1e consentement

du pere et de la mらre de la futurc 6pouse， ti la publication ci-aprさs relat6，1e nom

patronymique Barboutau a et6 ecrit de cette maniとre Barbouteau， et que c'est aussi par

erreur si le nom de la m6re du contractant a 6t66crit Jannin， au lieu de Janin. Les

pi色ces produites dOment paraph6es et annex6es sont；rextrait du registre des

publications du mariage faites et affich6es sans opposition a cette mairie， le dix et le

dix sept avril dernier，1'acte de naissance du futur 6poux， le jugement constatant le

d6c6s de son p6re，1'acte de d6c色s de sa mさre，1'acte de naissance de la future epouse et

le consentement de ses p壱re et m壱re. Desquelles p重さces et du chapitre six，1ivre cinq，

1ivre premier du code Napol60n， concernant les droits et devoirs respectifs des 6poux，

                                                             ノ

il a 6t6 pr6sentement fait lecture aux parties et t6moins par nous， officier de 1'Etat civil，

les futurs 6poux interpel16s par nous en ex6cution de la lo玉du dix huit juillet mil huit

cent cinquante， nous ont d6clar6 qu'il n'a point 6t6 fait de contrat de mariage.

Interpell6s de nouveau et s6par6ment par nous， ils ont d6clar6 se prendre pour mari et

femme et a 1'instant les dits futurs epoux ont reconnu et 16gitim6 etant n6s d'eux

lo Pieπe inscrit a la malrie de Saint Seurin sur 1'Isle(Gironde)1e vingt sept mai mil

huit cent soixante deux comme fils de Dominique Barboutau et de Marie Peyrondet，

20Eug己ne， inscrit訌la mairie du douzi6me arrondissement de Paris，1e vingt huit

novembre mil huit cent soixante six comme fils de Dominique Barboutau et de

Julie(sic)Peyrondet， apres quoi， nous a(巧oint au Maire du douziさme arrondissement de

Paris， avons au nom de la loi prononc6 que Dominique Barboutau et Marie Peyrondet

sont unis par le mariage le tout fait publiquement en pr6sence de MM Jean Delage，

charpenticr， ag6 de vingt neuf ans demeurant註Paris， rue de Charenton 194， ami，

L60n Vilmot charpenticr， ag6 de vingt sept ans demeurantきParis， rue de Cotte 15， ami，

Pierre Michelon， employ6 ag¢ de cinquante deux ans demeurant h Paris rue Keller l 8，

ami， et Louis Flignault， serrurier， ag6 de trente ans demeurant註Paris， Boulevard

Richard Lenoir lO4， ami；1e prξsent acte lu aux parties et t6moins童1s 1'ont sign6 avec

nous， 海rexception de 1'6pouse qui a d6clar6 ne le savoir. Sign6：Barboutau， Flignault，

Delage， Vilmot， Michelon， Lafbrge a(ljoint，

Pour copie conforme en remplacement de la minute d6せuite pendant r insurrection de

1871.

                                   Le Maire

                                   Cofin(??)

パ リ 市 文 書 館Archives de Paris提 供(microfilm bobine 779， num駻o

d'enregistrement 310)
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 こ の 証 書 の 判 読 に はMich剳e Laforge， Paul et Henriette Ingrand諸 氏 の ご協 力 を い

 た だ い た 。

18)経 済 的 理 由 も考 え られ る 。charpentierの よ う な 職 人 の 結 婚 に は 女 性 の 側 か ら

 な に が しか の 婚 資 を 持 参 す る 習 慣 が あ っ た よ う だ 。 『あ る 出 稼 石 工 の 回 想 』 の

 な か で マ ル タ ン ・ナ ドは 自分 の 結 婚 を め ぐ っ て 、 妻 と な る 娘 の 持 っ て く る 持

 参 金 に つ い て 詳 細 に 書 き と め て い る ： 「婚 資 の 額 が 話 合 わ れ た 。 わ た し の 将

 来 の 義 父 に な る 人 は3000フ ラ ン を 娘 に 与 え る こ と に し、 毎 年400フ ラ ン ず つ

 を 支 払 う と した 。 そ れ に 家 具 、 た ん す と シ ャ ッ 、6頭 の 雌 羊 と 子 羊 も 与 え る と

 した 。」(喜 安 朗 訳 、 岩 波 文 庫 、1997、pp.224-225)

 マ ル タ ン ・ナ ドの 結 婚 は1839年 だ が 、1860年 代 に 入 っ て もそ の よ う な 慣 習 は

 あ っ た の で は な い だ ろ う か 。 バ ル ブ トー の ケ ー ス に も ど る と 、 ピ エ ー ル の 母

 親 の 両 親 の 職 業 は 「日雇 い 労 働 者 」(journalier， journali鑽e)で あ る 。 あ く ま で

 も推 測 に す ぎ な い が 、 こ の よ う な 職 業 に つ い て い た 両 親 が 娘 に 十 分 な 婚 資 を

 与 え る 余 裕 が あ っ た か ど う か 疑 問 が あ る 。 さ ら に 、 そ の よ う な 娘 を 息 子 の 結

 婚 相 手 と して 、 ドミ ニ ッ ク ・バ ル ブ トー の 両 親 が 承 知 し た か ど う か も疑 問 で

 あ る 。

19)Littr驕C Dictionnaire de la languefran軋ise， tome 2，Paris， Gallimard Hachette，1971，

 p.168.

20)Grand Dictionnaire Encyclop馘ique Larousse， tome 2， Paris，1982， p.2055.

21)Ibid， tome 3， Paris，1982， p.2446. compagnonnageの 項

  竹 原 あ き 子 『パ リの 職 人 』 光 人 社 、2001、pp.73-81

22)Alfred Franklin， Dictionnaire historique des arts， m騁iers et professions， exerc駸

 dans Paris depuis le XIIIe si鐵le， Marseille， Laffitte Reprints，1987， p.150.

23)Agricol Perdiguier， M駑oires d'un compagnon， Paris， Imprimerie Nationale，1992.

 (以 下M駑oiresと 略 記 す る)

  な お こ の 回 想 録 の 初 版 は2巻 本 で1854年 と1855年 にGen钁e， Duchampか ら

 出 版 され た 。Livre du compagnonnage(1839)で 有 名 に な っ て 、 ジ ョル ジ ュ ・サ

 ン ド に 作 品 の 着 想 を 与 え 、 代 議 士 に も な っ た ペ ル デ ィ ギ エ は 、1870年9月4

 日 に パ リ第12区 役 所 の 助 役maire adjointの ポ ス トに つ い て い る 。 就 任 が も う

 数 か 月 早 け れ ば 、 ピ エ ー ル ・バ ル ブ トー の 両 親 の 結 婚 に 立 ち 合 っ た の は 、 こ

 の 回 想 録 の 著 者 ペ ル デ ィ ギ エ だ っ た は ず で あ る 。(M駑oires， p.20， Pr駸entation

 de Maurice Agulhon)

  マ ル タ ン ・ナ ド 『あ る 出稼 石 工 の 回 想 』 喜 安 朗 訳 、 岩 波 文 庫 、1997.(初 版 ：

 Martin Nadaud， M駑oires de L駮nard， ancien gar輟n ma輟n， Bourganeuf，

 Duboueix，1895.)

24) Perdiguier， ルf駑oires， PP.376-377.

  ナ ド 『あ る 出 稼 石 工 の 回 想 』pp.130-137.「 労 働 者 間 の 結 合 関 係 の 嘆 か わ し
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 い 欠 如 に つ い て 」 に お い て も 、 職 人 組 合 間 や 労 働 者 間 の 暴 力 的 な 争 い が 描 か

 れ て い る 。

25)瀬 木 慎 一 氏 が 『新 版 ・写 楽 実 像 』 の な か で 述 べ て い る よ う に 、 バ ル ブ トー

 を 「印 刷 ・出 版 者 」 と考 え る と 、 役 者 版 下 絵 を 「制 作 」 さ せ た か ど う か は 別

 と して 、 「職 人 」artisanと い う キ ー ワ ー ドで 「大 工 」 と結 び つ く の か も し れ な

 い 。

26)Nous lisons maintement ces M駑oires avant tout comme une prise de vue

 involontaire et spontan馥 sur la France des ann馥s 1820， telle que la percevait un jeune

 gar輟n issu du peuple.[...]

  Le r馗it nous fait vivre avec le peuple. Les classes sup駻ieures sont loin. Ce qu'on

 entrevoit d'elles炙ravers Perdiguier， c'est la limite qui les s駱are du milieu du

 narrateur一ｫla barri鑽eｻ， comme dira plus tard Edmond Goblot. Cette barri鑽e sociale

 est plus visible par son aspect mental et culturel que par son aspect馗onomique：sortir

 du peuple ce n'est pas tellement devenir riche-tous les romans du XIXe si鐵le nous

 ont amplement montr駲u'il peut y avoir de l'indigence en habit noir et de l'aisance

 sous la blouse-sortir du peuple c'est devenirｫMonsieurｻ(ou uneｫDameｻ)， c'est一煦�

 dire faire des騁udes au coll鑒e， savoir bien parler， s'habiller de drap sombre et ne pas

 travailler de ses mains. C'est ce que les fils Perdiguier ne deviendront pas.

  On rencontre en revanche瀋haque d騁our de leur vie populaire des gens qui vivent

 瀝eur aise， bien loin de ia pauvret驕C tout en騁ant demeur駸 en de軋 de cette fameuse

 ligne de classe.(Perdiguier， M駑oires， p.8， Pr駸entation de Maurice Agulhon)

  ア グ リ コ ル ・ペ ル デ ィ ギ エ(1805-1875)と ピ エ ー ル ・バ ル ブ トー は 世 代 が 異

 な る 。 「ペ ル デ ィ ギ エ の 息 子 た ち 」 が ド ミ ニ ッ ク ・バ ル ブ トー の 世 代 に あ た る

 の で は な い か 。 し た が っ て 、 こ こ に 描 か れ て い る 状 況 が そ の ま ま ピ エ ー ル の

 世 代 に 当 て は ま っ た わ け で は な い が 、 こ の よ う な 社 会 の 因 習 は ま だ 多 分 に 残

 って い た と考 え られ る 。

27)ピ エ ー ル ・バ ル ブ トー の 母 親 マ リ ー ・ペ ロ ン デ は 婚 姻 証 書 に 署 名 を して い

 な い 。 そ の 理 由 は 、 証 書 の 最 後 の 部 分 に 次 の よ う に 記 さ れ て い る ：..le pr駸ent

 acte lu aux parties et t駑oins ils l'ont sign饌vec nous，�1'exception de l'駱ouse qui a

 d馗lar駭e le savoir.

  識 字 率 に 関 して 、 マ ル タ ン ・ナ ドは 「自分 の 氏 名 を サ イ ン で き る 労 働 者 は

 100人 に10人 し か い な か っ た 」(rあ る 出 稼 石 工 の 回 想 』 喜 安 朗 訳p.98)と 書

 い て い る が 、 こ の 箇 所 に は 次 の よ う な 注 が つ け ら れ て い る ： 「こ れ は な ん ら

 か の デ ー タ に も と つ い た 数 値 で あ る と は 思 え な い 。 都 市 と 農 村 、 職 業 ご と の

 違 い 、 男 性 と 女 性 、 出 稼 石 工 の 場 合 な どで 差 異 は 大 き く 、 簡 単 に 平 均 を 出 せ

 る 状 態 に は 当 時 は な か っ た 。 … リ ム ー ザ ン地 方 の 出 稼 地 帯 の 識 字 率 は 、 オ ー
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 ト ・ヴ ィ エ ン ヌ 県 で は 、19世 紀 半 ば に 男 性 で50%に 近 づ い て お り 、 女 性 で は

 15%に 近 か っ た(結 婚 証 明 書 の 署 名 率 に よ る)。 こ の 地 帯 で の 識 字 率 は19世

 紀 前 半 に急 上 昇 し て い た 」(p.399， 訳 注98)

28)こ の よ うな 可 能 性 の あ る こ と 、 お よ び 、18世 紀 のcharpentierの 社 会 的 地 位

 に つ い て の 情 報 は 原 宏 先 生 か らお 教 え い た だ い た 。

29)Le Gaulois，3d馗embre 1880. Oeuvres compl鑼es de Guy de Maupassant，騁udes，

 chroniques et correspondance， Paris， Librairie de France，1938， p.40.

  モ ー パ ッ サ ン は こ の 新 聞 記 事 を 次 の よ う に 書 き 始 め て い る ：Une femme du

 monde des plus en vue donnait derni鑽ement une soir馥 qui fit du bruit et o�eux

 voyageurs spirituels，1'un parlant，1'autre dessinant avec talent， expos鑽ent la vie au

 Japon，瀝a foule de spectateurs et d'auditeurs r騏nis autour d'eux.

  こ こ に 登 場 す るdeux voyageurs(二 人 の 旅 行 者)と は 、 エ ミ ー ル ・ギ メ

 ﾉmile Guimetと フ ェ リ ッ ク ス ・レ ガ メF駘ix R馮ameyの こ と で あ ろ う 。 ギ メ が

 テ ク ス ト を 書 き 、 レ ガ メ が 挿 絵 を つ け たPromenades/aponaises：Tokio-Nikko
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